
53 

 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

ALBIグレードの原発性胆汁性胆管炎の予後予測の有用性について 

 

研究協力者 梅村 武司 信州大学医学部内科学第二教室 教授 

 

研究要旨：アルブミン-ビリルビン (ALBI)グレードは肝予備能を推測する方法として用い

られている。本研究では全国調査の PBC患者に対して ALBIグレードを測定した。ALBI グ

レードは肝組織学的ステージと有意に相関を示し、全死亡、肝関連死亡を予測する因子で

あることを明らかにした。 
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Ａ．研究目的 

原発性胆汁性胆管炎（PBC）は、病因、病

態に自己免疫学的機序が想定される慢性進

行性の胆汁うっ滞性肝疾患である。ウルソ

デオキシコール酸（UDCA）が第一選択薬で

あり、約 70%の症例では UDCA治療が奏功

し、長期予後は良好である。しかし、無治

療例、あるいは治療が行われても反応不良

な症例では、肝硬変から肝不全を呈し、肝

移植を行わないと救命できない。よって、

診断時に予後を正確に予測することは臨床

上重要である。アルブミン-ビリルビン

（ALBI）グレードはアルブミン値と総ビリ

ルビン値のみから算出可能であり、肝細胞

癌の患者における肝予備能を正確に評価す

る数値として開発された。現在までに様々

な慢性肝疾患の臨床的意義が検討されてお

り、PBCでも予後を予測する可能性が報告

されている。本研究では厚生労働省「難治

性の肝・胆道疾患に関する調査研究」班

PBC 分科会による全国調査の大規模データ

を用いて ALBI グレードが、PBCの組織学的

ステージや予後予測に有用かどうかを検討

した。 

 

Ｂ．研究方法 

1980 年から 2016年の間に全国 469施設か

ら登録された PBCの診断基準を満たし、か

つ ALBI グレードが算出可能であった 8,768

例を解析対象とした。ALBI グレードと患者

背景、肝病理学的所見の関連について検討

し、予後（全死亡、肝移植、肝関連死）を

予測し得るかどうか統計学的解析を行っ

た。 

（倫理面への配慮） 

信州大学医倫理委員会で承認済み(4906

番） 

PBC 分科会による PBC全国調査既登録

9919 例(平成 16年 9月 27日付で関西医科

大学医学倫理審査承認（関医倫第エ 0402-

1）)は匿名化された資料であり、関西医科

大学より情報の提供を受ける。 

いずれの資料も個人情報を含まず電子化

された記録媒体で、同研究班員以外はアク

セスできない状態で提供を受け研究を実施
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する。 

 

Ｃ．研究結果 

年齢の中央値は 57歳、女性は 86%であり、

組織学的ステージ（Scheuer 分類）は 1

期：35%、2期：23%、3期：10%、4期：3%

であった。ALBIグレードはグレード 1：

63%、グレード 2：33%、グレード 3：4%で

あった。観察期間中央値 5.3年中、1,227

例（肝関連死は 789例）が死亡し、113例

が肝移植を受けた。ALBI グレードは組織学

的ステージと有意に関連していた

（p<0.0001）。ALBIグレード 2または 3で

あることは、全死亡または肝移植の予後に

有意に関連していた（ハザード比：3.453, 

p<0.0001）。同様に、肝関連死または肝移植

の予後に有意に関連していた（ハザード

比：4.242, p<0.0001）。5年時の無移植生

存率は、全 ALBIグレード間で有意差を認め

た（グレード 1：97.2%, グレード 2：

82.4%, グレード 3：38.8%, pc<0.0001, 

log-rank test）。また同様に 5年時の非肝

関連生存率についても、全 ALBIグレード間

で有意差を認めた（グレード 1：98.1%, グ

レード 2：86.0%, グレード 3：42.0%, 

pc<0.0001, log-rank test）。 

 

Ｄ．考察 

現在、UDCA治療不応例が約 30%存在し、

予後が不良であることが報告されているこ

とから、診断時に ALBIグレード 2以上の症

例においては治療開始時から UDCAに 2nd 

line の治療を併用すると治療選択を提唱で

きる可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

 本邦の全国調査を用いた検討によって、

PBC 診断時の ALBIグレードは予後を非侵襲

的に予測しうることが示唆された。 
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